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子 ど も と 発 育

寺 脇 保
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は じめ に,子 ど も,小 児 とは何か といいます と,も

ちろん大 人 を小 さ くした もの ではないのであ ります。

生 まれ育 ってゆ く過程 が子 どもであ ります。 ここでは

育 児の対 象であ る子 どもの特徴についてお話 し しま し

ょう。

●子 どもには発育が あ る

子 ど もに は,発 育が あ ります。生 まれたばか りの赤

ちゃんは体重3キ ロ グラム ですが,1年 た ちます と,

9キ ログラムす なわ ち約3倍 になるの ですが,も し大

人が1年 の間 に体重 が3倍 にな ったら大変な ことであ

りまして,病 気か ばけ もの であ ります。

身長 も出生時 は約50セ ンチ メー トル あった ものが,

お誕生 では75セ ンチ メー トルす なわち1.5倍 にな りま

す。 この発育 は もちろん外形だけでな く,脳 も心臓 も

肺 も胃腸 も手足 もひっ くるめて身体の各部が,発 育 し

つつ あるの です 。

その発育 のため,カ ロ リーか らみて も,中 等度の労

働 をす る大 人は1キ ロ グラム当た り50カ ロ リー です む

けれ ども,乳 児は1キ ログラム当た り100～120カ ロ リ

ー
,幼 児は1キ ロ グラム当た り80カ ロ リー を必要 とす

るの です。 しか も良 質 の食物がたいせつ です。

精神面にお いて も発育が盛ん です。大 人の精神生活

は安 定 してお り,簡 単 に周囲の影響 を受け ませ ん。そ

の反面,安 定 といえば よいけれ ども,年 をとるとだん

だん と柔軟性 を欠 き,が ん固になってい く,石 頭 にな

るのであ ります 。

子 どもの精神 は 日々発達 してお り,そ の反面,不 安

定 です。 したが って,昔 か ら 「朱 に交われば赤 くなる」

といわれ る とお り環境の影響 を受 けや す いの です。 こ

とば を例に とる と,お 誕生 の ころ,や っ とウマ ウマ く

らい いって いた赤 ちゃんが2歳 半に なる と,動 詞が い

え,学 童期にな ると,表 現 自在 とな ります。 しか し,

友達 の こ とば をまねて 「どもり」 にな った りもします。

知能す ぐれた子 どもが友人の悪 にそ まって,非 行 少年

に転落 してゆ く例 もあ ります。 この精神発育 を正 し く

導 いてゆ くところに両親 のむずか しさ と楽 しみ もあ り

ます 。

身体 の釣 り合 いも図1に 示す ように,子 どもと大人

は違 うのであ り,胎 児期 は頭部のす ご く大 きい グロテ

スクな型 ですが,次 第に大人の型に近 づ いてゆ きます。

子 ど もには八頭身 などは ないこ とがわか ります。

さ らに身体 各部 の臓器 も図2に 見 るよ うに,そ れぞ

れ違 った発育 形式 をとるのであって,平 行的 な発育 で
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はな いの であ ります 。た とえば身長 はS字 の よ うな カ

ーブ を描 いて発育す るが ,脳 の重 さな どは脳神経 系の

カー ブのよ うに4歳 で成人の80パ ーセ ノ トに達す るの

であ ります。 あ とは徐々に発育 します。 したが って,

積極的 に乳 児期 の しつけ,「 家庭教育」が重要視 され

るの も当然であ ります。 このみずみ ず し く発育 し,蓄

積が少 な く,吸 収力が強 い時期 に新 しいこ とが どん ど

ん記憶 されてい く,白 紙に近い もの を染 め上 げてい く

よ うな ものであ るか らです。

マ イナ ス面 としては,こ の時期 に脳 の障害(外 傷,

脳 炎な ど)を 受 け る とその影響 は深刻 であ り,知 恵遅

れ,こ とばの不 自由や手足の不 自由まで引 き起 こ しま

す。

これ と対 照的 なの は生殖器系であ り,こ れ は学童 期

までは徐 々に発育 しているが,青 春 前期 に入る と急速

な発育 を遂 げ る。 したが って,青 春期 では性 にか らま

る問題 が クロー ズア ップされて くるのであ ります。 ま

た,学 童前期(10歳 ぐらい)ま では性教育 な ど考 え な

くて もよいこ ともわか ります。

また,リ ンパ節系統の発育 は リンパ系 に示す とお り

であ ります。 た とえば扁桃です けれ ども,赤 ちゃんの

は,の ぞいて もみ えませ んが,幼 児期か ら学童期 にか

けて は急速 な発育 を示 し,10歳 ぐらいでは平均 して大

人の ものの2倍 に も達 します 。そ して,ま ただんだん

小 さ くなって,大 人の扁 桃の大 きさになってゆ きます。

したが って,幼 児期 後半か ら学童期 にかけ ては扁桃 は

大 きいのが 当た り前であ り,簡 単に はれ ている とい っ

て手術 して とって しまうのはいけ ません。

扁 桃は抗体(感 染症の よ うな病気 を防 ぐ力)を つ く

る1つ の場所 だ といわれて います 。ち ょうどこの幼 児

期 か ら学童初期 には,あ らゆる感染症 にかか りやす い

時期 であ り,神 の摂理 と考 え られ ない で しょ うか。

もう1つ この図でみ るよ うに,子 ど もの身体の 中の

器官(臓 器)は どれ も平行 して束 の よ うに発育 してい

ないのです。バ ランスが崩れ なが ら発育 して いる。 し

たが って,子 どもは ち ょっ とした刺 激で もバ ランスが

崩れやす い。大 人に比べて,風 に そ よ ぐ葦の よ うに故

障が 多い ようにみ えるのです。つ ま り,バ ランスが崩

れやす くあ りなが ら目的にかな ってバ ランス をとって

発育 している。私 をこれ を不均衡 の均衡 とい ってい ま

す。

さて,こ れ らの発育 にか らまる問題 を もっ と年齢 を

分 けて考えてみ ましょう。

胎 児期(胎 内10ヵ 月):胎 児期 は 人生 で最 も安 全 で

あ ります 。おなか の中,そ の子宮 の中にあ り,羊 水 の

中に入 ってお ります ので安全地帯 に鎮 座 してい る とい

え ましょう。その うえ,37度Cの 恒 温で気象的変動 も

な く,自 ら呼 吸や 食物 の摂取 とい うこ とをや らないで

よろ しい。極 楽であ ります。 しか し一 面 この時期に,

先天 異常 が起 こ ります 。た とえば,生 まれつ き目が 見

えない,耳 が聞 こえない,知 恵遅れ,心 臓が悪 い,指

が6本 あ るとかびっ こである とか い うことです。 まだ

医学 の力の遠 く及ばない ところです 。 しか し先天性風

疹症候群や フェニー ルケ トン症 な どの よ うに,そ の 原

因が わか って きて,発 生予防や治療 もで きるよ うに な

って きたこ とはわた したちに明 るい希望 を与 えます。

新生 児期(生 後4週 間 〉:生 後4週 間 目まで を新生

児期 と呼ぶ と国際的に きめ られてお ります 。この時期

が 人生 で も最 も危険であ ります 。世 の荒波 に乗 り出す

とい うこ とばがあ りますが,そ の とお りであ ります 。

完全保護の子宮か ら,気 象 も変動 し,栄 養 もとり,呼

吸 もし,排 泄 もしなければな らない外 界に出て きたわ

けであ り,そ れに適 応す るために苦 労が 多いの であ り

ます。 したが って,死 亡率 もこの時期が最 も高 いの で

あ ります。出産 障害,未 熟児,新 生 児特有の疾患 な ど

山積 み した問題 をかか えてい ます 。出生前後は周産期

(お 産の前10日,あ と7日 くらい)と 、呼ばれて特に重

大な時期 で,お 産 に よる脳 の障害,呼 吸 困難で死にや

す い肺炎な ど感染症 にかか りやす い,栄 養の問題 な ど

お母 さん方 を悩 ませ ます。医学 で も注 目され研究 も盛

んであ ります 。

乳 児期(生 後4週 間 ～満12ヵ 月):新 生児期 につづ く

乳児期 は,栄 養 問題が大 きくクロー ズア ップ されて き



表1第2次 性 徴

男

1.睾 丸,ペ ニ ス の 増 大

2.胸 廓 の 発 育 の 増 加

3.腋 毛,陰 毛,顔 の 毛 の 出 現

4.声 が わ り

5.精 子 の 産 生

女

1.骨 盤の増大

2.胸 廓の発育 の増加

3.乳 房の発育

4.腋 毛,陰 毛の 出現

5.初 潮があ る

ます。生後 では この1年 間が最 も発育 お う盛 であ り,

一 方
,栄 養 は受動 的栄養 であ り,自 分 で欲 しいもの を

とって食べ ることが で きませ ん。 したがって,母 親(保

育 者)の 育 児態度 が端 的 に発育 に反映 します。母乳栄

養,人 工栄養 な どの母 乳化の問題 離乳の問題な どが

あ ります。

体型か らいえば 肥型 が 多 く,体 質か らいえば浸 出性

体 質が 多 くみ られ ます 。病 気 としては消化不良症(下

痢)を 起 こ しや す く,か ぜや乳 児湿疹 も多い。熱が出

や す く,け いれん な ども起 こ りやす いので こわいです 、

幽門け いれんの よ うに,こ の時期特有の もの もあ りま

す 。麻疹 は生後3ヵ 月まではかか らな いが,こ れは母

体 か ら免疫 をもらって いるか ら といわれ ます 。

一 方
,「 しつ け」 も新生 児,乳 児期 か ら,賢 く考 え

ていか なければ な りませ ん。100年 前 の イ ギ リスでの

こ とです。某貴婦 人が10か 月にな る赤 ちゃんを抱 いて

有名 なダー ウ ィン(進 化論 を発表 した大学者)を 訪れ

ま した。用件は,「この子 の しつけはいつ ごろか ら始め

た らよいか」 を教 えて もらうためで した。 ダー ウ ィン

は,即 座に 「奥様,10か 月手お くれ です」 と答 えた とい

うことです。

幼 児期(満1～6歳):幼 児期は身体的にはあ らゆ

る感染症(ウ イルスや 細菌の感染に よる病 気)に か か

りやす い。 かぜ,気 管支炎,肺 炎,麻 疹,百 日咳,狸 紅

熱,赤 痢,耳 下腺 炎,脳 炎,な どであ りまして,親 に

とって も医師に とって も心 配な時期 であ ります。精神

的に は幼 児初期は第1反 抗期 と呼ばれるが,こ れは心

理 学者が そ う呼んだ のであ り,実 は幼 児の特徴 であ り

ます。大脳皮質の判 断がつ くので,好 きな人や嫌い な

こ とがわか り,率 直に それ を身体 ご と表明す るので,

大 人か らみれば,反 抗す るよ うにみえるの であ ります。

体 型 ではこの時期前 半はやせ 型 が多 く,後 半に入 ると

肥型 とな ります。体 質的に は リンパ性体質が 多 くな り,

したが って,自 家 中毒症 の よ うな,け いれん,意 識不

明な ど急激 な症状 を呈 しや す くなって きます 。

学童期(満7～12歳):学 童期 は人生の 第2の 安 全

期 であ ります 。 この時期は精神 と身体 のバ ランスが比

較的 よ くとれてお ります。主 な感染症 は一応卒 業 し,

その他の病気 もあ ま りしませ ん し,教 育す るに も楽 で

あ ります。 そこで健康 教育や 道徳教育や しつけ もや り

やす い時期 です 。

体型はやせ型 が 多 く,体 質的には神経性体質が 多い

のであ ります。

病 気 としては,リ ウマ チ熱 と賢炎が大敵 となってお

ります。

精神 面にお きま しては,非 常 に理解 力が発達 して く

る。幼稚 園時代 までは,な まの知性,原 始的知性 とい

って よい ものであ りますが,そ れが だん だん文化的知

性,み がかれた る知 性,そ うい う方 向に進んで きてい

るの であ ります 。それか ら幼稚 園時代 までは他律,す

べ てお母 さんが こうい うか らこ うす る,と い うような

他律 であ ります けれ ど,だ ん だん学童期にはい ります

と自律,自 分 で こう考 えるか らこ うや りたい とい う方

向にすすん で くる時代 であ ります。

しか しなが ら,や は り環境 の影響 を受 けやす い。 ま

だ 自律の精神 が確立 してい ませ んので,他 律 と自律の

あいだ を行 き来 してい ます ので環境 の影響 を精神 的に

もあるいは身体的に もまだまだ受 けやす い時代であ り

ます。

青春期(満13～20歳):青 春期 とはいかに もみ ずみ

ず しい響 きをもってい るでは あ りませんか。

この時期 は,学 問に スポー ツに,あ るいは,芸 術,

技術に思 いをはせ,ま た,性 の問題 人生 とは何か と

い う悩 み な ど,多 彩 で もあ り最 も生気はつ らつ たる時

代といえま しょう。

この時代の身体的特徴 は,一 言でいえば,急 速に男

は男 らし く,女 は女 らし くな って まい ります。大 人へ

の移行期 であ ります。 その特徴 は第2次 性徴 とい う点

で集約 されて いるこ とも知 られてお ります(表1)。 自

律神経 系 も安 定 して きます。 身体 的にはほん とに健康



な時期 です。

病気 としては成 人病 である胃潰瘍や心臓病 などが ま

れに出て きます 。

この時代 の精 神的特 徴 は,第2反 抗期 とい う型 で表

現 され ます 。 しか しこれ はこの時期 の子 どもの真の精

神的特徴 を理解せず,大 人 の立場 でつ けた名前で,よ

くないこ とばであ ります。

①青春前期(中 学年 齢)と いわれ る時期 は,学 童期

の延長 で,性 格 は一般 的に明朗で知 識は ます ます お う

盛 とな り,団 体生活 に も適 応 し,読 書や スポー ツに興

味 を示 して ゆきます。

一方 ,思 考態度 は,ま す ます論理的,抽 象的,批 判

的 となって き,感 情 は鋭敏 で女性 では特に感傷的 とな

りやす い もの です。理 想主義 を尊び,道 徳的感情 も高

くなって くる。

②青春 中期(高 校 年齢)に は,明 朗 で くった くのな

か った ものが,次 第に感情 の不安定 を示 し,著 し く内

省的,沈 思 黙考 の傾 向 を示す よ うに なって きます 。ご

く少数 の友 人 としか 交わ らなか った り,家 庭 で も独 り

居 を好ん だ りします 。

す なわち 自分の精神 的基盤に不安 を生 じ,ま た親や

教師の教 えをその まま受 け と りに くくな って き,懐 疑

的 とな り,自 我意識 の高揚 され る時代 とな ります。 し

たが って,親,先 生,学 校,社 会な どに反発 を感 じて

きて,行 動や態度 もその よ うな傾 向 を示 します。

③青春 後期 では,精 神的不安動揺 はなお続 き,反 抗

傾 向 も強 く,思 慮は まだ浅 く,感 情 も激 しやす くな り

ます 。 しか し社会 に対す る眼 は急速 に開け,人 類,社

会,国 家 な どと精神 的対決 をせ まられ,価 値体系 をう

たが い,存 在の意義,よ って立つ場 を求め ようと不安

と焦躁感 にか られ る ように もな ります。

精神的傾向は ます ます意識的主観的 とな り,観 念的

にな って きます。

平 凡,不 徹底や 妥協 を嫌 い,現 実 を否定 し理 想主義

をふ りか ざします。

一 方では感情 の尖鋭化 があ り,し か ももろ くもな る。

また異性 に対す る関心,あ こがれ も強 くなって くるが

ここで も理 想主義的 です。 しか しいずれにして も視野

が狭 い ことは免れ ませ ん。

この大 人へ の移行期 を迎 えて,問 題解決に迫 られ て

いる青春 期の人 々をめ ぐる環境 的特徴 は どうであ りま

しょうか 。

① 環境 変化 の速度が速 い。近年の物質文明の急激 な

開発 によ り,わ れわれ を とりま く環境 の変化の速 度は

め ま ぐる しい ものがあ ります。 自我 を主張す ること少

な く,あ ま り懐疑 的でない学童期 以下,あ るいは曲 り

な りに も自我 を現実 にマ ッチ させ る技術 を身につ けた

大人は まだよい。 この環境 の流動性 は,青 春期 を特 に

混乱 に陥 らせ ます。

②世 界の狭小化,交 通,通 信 の進 歩によ り世 界は ま

す ます狭 くな り,人 間は考える よりも知 らされ るこ と

が 多 くな って きま した。知 るとい うことは悩 みであ り

ます 。それがあ ま りに も多 くて消化す る余裕 に乏 し く

な りました。 これ も青春期 に混乱 を招 いてい る一 つの

原 因であ ります。

③ 入学試験,就 職 。青春期 にあ たって,3,3,2(4)

とい う,中 学校,高 校,大 学の こまぎれの学 制,そ れ

に伴 う悪評高 い入学 試験制 度,学 歴偏重 の就職 問題,

それ らに対す る親 の現 実的態度,こ れ らが人間形成 の

重 要 な時期 にあたる青春 期に大 きな害悪 を流 している

点 もみのがせ ませ ん。

以上 の よ うな,精 神 的特徴 と社 会環境 とがか らみ あ

って,非 行に陥 る子 もあ り,ノ イ ローゼ傾向 も多 く,

ある種 の精神 病 さえ出は じめ ます 。 また,ち ょっ とし

たこ とで 自殺す る子 どももあ ります 。それや これや で

親 は特 に注意 しておかね ばな りませ ん。


